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　先日、この法改正に伴う説明会に行ってきました。
しかし改正内容は非常に多岐に渡り、解りづらいも
のでした。社会人になったら勉強しなくて良いと考え
ていた学生時代が恥ずかしいです。当社では様々な
専門スタッフがお
りますので、お困
りの際はお気軽に
ご連絡いただけれ
ばと思っておりま
す。（みっちー）

改正土壌汚染対策法　2019年 4月より完全施行へ
　2002年に制定された土壌汚染対策法は2018年5月に改正され、公布してお
りましたが、施行期日は2段階となっておりました。（第一段階施行期日：2018
年4月）そして本年2019年4月に第二段階目の施行を迎えます。改正点が多岐
にわたるため、製造事業者様に知っていただきたい内容をいくつかピックアップ
しました。詳しくは当社までご相談ください。

❶届出対象の面積が変更
　　法では今まで3,000㎡以上の形質変更について届出が必要としていましたが、有害物
　質使用特定施設のある事業所は900㎡以上形質変更を行う場合に届け出が必要となり、
　ただし書きで今まで猶予されていた事業所も同じ扱いとなります。（三重県内の場合は条
　例に基づく300㎡以上場合の調査は本3月議会で変更がなければ従来通りです）
❷調査対象深度が変更
　　最大形質変更深さより1ｍを超える深さにある汚染のおそれを試料採取等の対象
　としないことができます。（原則深さ10mより緩和）
❸汚染のおそれのない土地とみなせる土地が増えます
　　改正水濁法の施行後に地下浸透防止措置がなされている施設においては、汚染
　のおそれがない土地として扱うことができます。
❹分解生成物の位置づけが明確化
　　四塩化炭素の分解経路が追加されました。また土壌ガス調査で検出した項目につ
　いて、溶出量調査における項目の選択が変更となります。
❺その他、臨海部特例区域の新設、認定調査の合理化など規制緩和措置
　リスクに応じた規制の合理化が進められています。

最近の法規制動向について

藻類の胞子が光に向かって泳ぐは本当？
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黒衣（KUROGO）ちゃん
Mission
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食品の残留農薬等公示試験法開発を支える 農作物の罹病発見や研究を支える
厚労省の農薬等ポジティブリスト制度推進事業では、
公示試験法が未整備の項目や既存試験法の改良が必
要な場合、国立医薬品食品衛生研究所や自治体の試
験所などの専門機関が開発を担います。東海テクノは
その一部工程の受託契約により、例えば開発手法に
おけるデータの収集や各パラメータにおける①選択性
②真度③併行精度④定量限界⑤試料マトリックスの
測定への影響などの工程を代行し、開発期間の迅速
化とコスト縮減を支えています。

トマトや柑橘類栽培において最悪の被害となる“かい
よう病”。めったに罹病しないとはいえ、一旦罹病すれ
ば全滅覚悟にもかかわらず目視で病気を発見した時
には時すでに遅し。早期発見して罹病した苗や木を抜
くことが肝要ですが、早期発見手段がありませんでし
た。東海テクノは、PCRによる“かいよう病菌”の
DNA検出ができる反応液を独自に開発して提供。植
物工場や果樹園顧客の罹病の早期発見と対策検討や
予兆解析研究を支えています。

　東京オリンピックを2020に控え、大学時代にやっていた水球を見学に行きたいと考え
ています。水球は水の中の格闘技と言われておりかなりハードなスポーツですが、ゴール
が入ったときはかなり爽快で、今でも三重県で日本代表
の合宿やインターハイがあったときなど見学に行ってま
す。日本代表はポセイドンジャパンとよばれており、世
界でも類を見ないパスラインディフェンスというパスカ
ットを主体とした作戦で体の大きな海外選手と渡り合
っており、年々成績も良くなってきています。オリンピッ
クでもポセイドンジャパンの活躍を期待しています。

　仕事の関係でいま藻類（海藻）と関わっ
ています。簡単な組織構造と思っていた

海藻が種類によっては、その胞子は光に向かっ
て泳ぐことを研究者の方から教えていただきま
した。肉眼で泳ぐところが見えるの？目がない
のに光がわかるの？手も足もないのにどうやっ
て泳ぐの ?と興味が沸き、実験をしてみました。
最初はうまくいきませんでしたが、操作に慣れ
てくると胞子が光に向かって泳ぐのを見ること
ができました。この特性は胞子の分離や種の推
定などに活用されているようです。何かのバイ
オセンサーにも使えそうでもあります。ただ、
胞子はわがままで、いつ泳
ぎだすか、時間もタイミン
グもバラバラです。ひたす
らお友達として覗き込んで
いる時間が必要です。ある
意味、胞子に対するストー
カー行為ですね（笑）


